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はじめに

1豆位西洋）こ術fllコ1所蔵のジョルジョ・ヴァザーリぽ511－74年トゲッセマネの祈り・

（143．5×127センチメートル、P．19794）「fig，11の制作年代および原初の来歴

についてはこれまでいろいろな見解が提示されてきた　研究史ヒの経緯に

ついては、’i3館前ヒ任川究官〔当日∫）越川倫明氏が、1996年の展覧会「人

英博物館所蔵イタリア素描展」（・｝：催ll＞い1川1μ洋美術食1’｛、東京新聞）および

1999年に開催された展覧会「エルミタージュ）t：’術館所蔵イタリア・ルネサンス

美術展　　フィレンツェとヴェネツィア」川：催川、㌧1四i）三）ミ術館、NHK、　NHK

プロモーション）のカタログにおいて諭及している通りである1　繰り返しとな

ることを承知で簡単にまとめると、パオラ・バロッキは1964年に、ヴァザーリの

日伝およびllり｝勘定ll誌に登場する、1545年9月22日付の記録として残さ

れているラファエッロ・アッチャイウオーリのためにローマで制作された2点の

大型作品《ゲッセマネの祈り》と《死せるキリストを抱く剰り：マリア》のうちの前

者と本作Illllとの関連｛vl：’を指摘しているL’　これをふまえてコンテfも1545年頃

の制作とみなしている』：　それに対し越川氏は、バロッキが本作品と関連づ

けた人英1・F物館所蔵の1枚の素描（バロッキによればクリストーファノ・ゲラル

ディに帰属）の制作年代が夕一ナーによ・・て1571年のヴァザーリの1乍とされた

llg，．1



ことをふまえ、本作品もヴァザーリ晩年の作である可能性を念頭に置いて、

ヴァザーリの｜1房勘定目誌に登場する1569年のスペイン宮廷lf｜Jけの作品や

1573年に枢機卿アレッサンドロ・デ・メディチのために制作された同一1三題の作

品との関連性を考察し、前者はおそらく小品であろうとの推測から可能性を

排除し、また後者に関しては関連性を裏付ける傍証に欠けると結論づけて

いるz

　以ヒのように本作品をめぐっては初期の作品か、あるいは晩年の制作か

という基本的な意見の違いから、それをめぐる素描の作者帰属および年代

設定にいたるまで、幅広い議論が提示されている，、本稿は、明確な結論を

提示するものではないにせよ、これまでの研究および史料を整理しつつ、あ

るll∫能性を提示しようとするものである。

ヴァザーリの《ゲッセマネの祈り》

そもそもヴァザーリの工房勘定II誌（以下、「日誌」）や書簡を含め、ヴァザ

ー リの画業のlliで最初に記録に登場する《ゲッセマネの祈り》は1533年にさ

かのぼる。このとき、オッタヴィアーノ・デ・メディチのために制作が開始され

た作品について、ヴァザーリは次のような言葉を残している、「……まずは、

オッタヴィアーノ氏のために手を付けた1枚の絵、ゲッセマネで祈るキリストを

仕一ヒげなければなりません，その絵ではキリストが夜の闇に沈み、’方で頭

を覆って様々なポーズで眠たげにしているペテロとヤコブ、そして眠りこけて

いるヨハネが描かれています　そして主の御使いが輝きわたる光に包まれ

て、おのれの創造ーにさえ光を投げかけています。そして父なる神の名に

おいて、キリストに向かい、我々の哀れな魂ゆえに無慈悲な死に挑むよう、

彼を説得しているのです、それによって我々の魂がキリストの血と引き換え

に永遠の罪から浄化されるのです」；。しかし、オッタヴィアーノ・デ・メディチ

のために制作準備が進められていた《ゲッセマネの祈り》は、結果として

1533年12Ji2111付の支払い記録によると《イサクを犠牲に捧げるアブラハム》

へと変更になっている．5・。ちなみにこの作品の寸法は、高さ1．5ブラッチョ

（braccio）、幅が1ブラッチョと記録されており、参考までにメートル法度量衡

制度導入時のブラッチョ・トスカーノとの変換比率を当てはめると（1ブラッチ

ョ＝0．584メートル〉、87．6×58．4センチメートルとなる6、ヴァザーリが残した記

述からは、夜の闇に沈むキリストが天使の光に神々しく照らされる情景と、

キリストの足ドに様々なポーズで眠りこける3入の使徒が容易に想像される．

ヴァザーリはかなり具体的なイメージをこの時点で既に固めていたと想像し

てもおかしくなく、それが《イサクの犠牲》へと変更になったことは、多分に

注文主の意向が働いた可能性を示唆する。

　この次に記録に登場する《ゲッセマネの祈り》は、ラファエッロ・アッチャイウ

オーリのために制作され、スペインへと持ち出された1545年の作品である．7．。

この作品は、既に述べたように、対として《死せるキリストを抱く聖母マリア》

q両者とも高さ2ブラッチョ、幅1．5ブラッチョ＝116．8×87．6センチメートル）と、そ

の他に6点の小人物像の描かれた同寸法の・連の風景画も対となっている。

その後日誌に登場する同一i三題作品は1570句三にスペイン国王フェリペ2世のた



めにトレドのドン・グラティアが制作を依頼した作品である、「トレドのドン・グラ

ティア殿からスペインのフェリへ国E（＝フェリペ211Dのためにスペインに送

るH的で依頼された《ゲッセマネで祈るキリスト》を完成させた　しかしこの

絵は納品されず、我が家に残った」s．tそしてその後、ヴァザーリ没後に作

成された財産目録には「1縦横約4ブラッチョ（＝233．6メートル）の絵、ゲッセ

マネのキリストと眠る3人の使徒、すべて彼〔ニヴァザーリ〕の下によるもの、

〔スペインの〕ドン・グラティア氏の注文でスペイン国．王フェリペ様のために描

いたもの、しかしその通りにはならず、その後ローマのファルネーゼ枢機卿

のもとに、ニッコローザ夫人の名前で送り届けようとしていた」との記録が残

されており、寸法から判断すると西洋美術館の作品とは合致しないy、この

作品がスペインに送られなかった理山については不明ながら、このlI：大な作

品をヴァザーリは死ぬまで自宅に大切に保管していたことがわかる、その2

年後、1572年にカマルドリの修道院のためにさらに同主題の作品を制作して

いる．日誌には1572年12月末のこととして次のように記録されている　「私

がフィレンツェからローマに出、itlする12月末日に、カマルドリの隠修1：らのた

めに油彩で描かれた《ゲッセマネで祈るキリスト》1枚と、魂と浄化されるべき

病める肉体を描いたカンヴァスltlii2枚を完成させた、〆て60スクーディ也」と

ある1°。さらに最後にもう1点、ヴァザーリは《ゲッセマネの祈り》を制作して

いる。日誌の末にジョルジョ・ヴァザーリ本人の手ではなく甥マルカントニオ・

ヴァザーリの手による1573年の記録のpl1に記述されているものがそれであ

る．そこには「縦横3ブラッチョのゲッセマネで父なる神に祈るキリストの絵、

実に美しく、それを〔ジョルジョ・ヴァザーリは〕現在枢機卿となっているアレッ

サンドロ・デ・メディチ、フィレンツェ大司教に寄贈し、大司教はそれをフィレン

ツェのアンティノーリ家にある白分の礼拝堂に置いた」とある11　この作品の

・1’法はおよそ175．2×175．2センチメートルとなり、これまでFl誌の記録から見

てきた3点のなかでは最も西洋進術館所蔵の作品に近い。そこで、次にこの

1573年に制作された作品の詳細を検証してみることにする、．

1573年に制作された《ゲッセマネの祈り》

マルカントニオ・ヴァザーリが記録に残している「縦横3ブラッチョのゲッセマネ

で父なる神に祈るキリストの絵、実にkしく、それを〔ジョルジョ・ヴァザーリは〕

現在枢機卿となっているアレッサンドロ・デ・メディチ、フィレンツェ，K：，iJ教に寄

贈し、人司教はそれをフィレンツェのアンティノーリ家にあるrl分の礼拝堂に

置いた」とされる1573年の作品についてはこれまで詳細はまったく不明であ

る　ヴァザーリがアレッサンドロ・デ・メディチ大司教に寄贈した動機も不明な

がら、大司教が「アンティノーリ家」にある「自分の」礼拝堂にその作品を設

置したというのも一・見奇妙である　しかしながら、歴史的文脈を追っていくと、

この作品の背景が明らかになる、，

　アレッサンドロ・デ・メディチ（1536－1605年、フィレンツェ公アレッサンドロとは

別入）の父オッタヴィアーノ・デ・メディチ（1482－1546年）はメディチ家の中では

傍系で、フィレンツェ公アレッサンドロ・デ・メディチの物品管理官を務め、時期

は不明ながら1545年頃にはコジモ1　Vlrの命でナポリに移り、オッタイヤーノ公



としての地位を確立した人物である・このオッタヴィアーノはヴァザーリにたび

たび作［11｜11の制作を依頼している一既に1533年8月151｜付でフィレンツェ公女

カテリーナ・デ・メディチの実物大の半身肖像画の支払いをし、また同年12月

21Hには《イサクの犠牲》に対し8スクーディの支払いをしている12。またそ

の翌年1534年1月8日付でヴァザーリは次のような記録を日誌に残している、、

「1534年11」811、高貴なるフィレンツェ公アレッサンドロ・デ・メディチ殿の物品

管理官オッタヴィアーノ・デ・メディチ殿が、フィレンツェ公の鎧姿で椅r一に座っ

た姿の油彩11∫像lllliに額装飾を付けたものを私に注文し、本日24スクーディ

の代金に私が満足したので、その作品の制作をP目始することとなった」1：

そしてオッタヴィアーノがこれら2点の次に注文したものが1534年1月20日付

の《ゲッセマネの祈り》であった。しかしこの作品は実際には制作されずに

終わったt．／これらのほかに、オッタヴィアーノは彼が没した1546年までの間に、

ll誌を見る限り9点の作品（仕事）をヴァザーリに依頼している．こうした関係

から、’ii然ヴァザーリはオッタヴィアーノの息、子であるアレッサンドロとも親密

になっていたことは容易に想像できる．

　　・方、アレッサンドロは、1536年6Jl211にフィレンツェに生まれ、10歳のと

きに父オッタヴィアーノを亡くし、その後司祭となり、聖ステファノ騎1：団に入

会、1569年には従！LI弟にあたるトスカーナ大公コジモ1世の命によりローマ教

1；～大使の任に就く　そして1573年にはピストイア，iJ教、翌1574年1月IHには

フィレンツェ」〈，fJ教となり、1605年4月1目には教lltに選出されレオ11　III：となる

ものの、同年4月271」にこの世を去った1’1

　さて、アレッサンドロとヴァザーリの関係は、管見の限り1547年の記録から

始まる　同年8月6日の日付でヴァザーリは小さなキリストと頭部像をアレッサ

ンドロに、そして小さな聖母の頭部像をオッタヴィアーノの娘でアレッサンドロ

の妹であるコスタンツァのために制作し、代金として4スクーディを受け取った

旨を記載している　オッタヴィアーノの没後、まだ年端もゆかない子供たちへ

の作品である15．この後、アレッサンドロへ納品された作品は1573年の《ゲ

ッセマネの祈り》と、かなり時間を空けることになるが、しかし1570年を過ぎ

たあたりでヴァザーリとアレッサンドロはしばしば手紙を交わしている　明ら

かにアレッサンドロがコジモ1111Jの命によりローマ教皇大使となったあと、同時

にヴァザーリがヴァチカン宮殿内の装飾を千がけ始めた時期と’致する　直

接作品制作には関わっていないものの1573年3∫」5日付のヴィンチェンツォ・ボ

ルギー二に宛てたr一紙の中で、ローマ教1；りく使アレッサンドロ・デ・メディチが

ピストイア司教に任命されることになったことについて、その喜びを語ってい

る1［1　・方ではアレッサンドロ・デ・メディチはフィレンツェのピエトロ・ヴァザー

リ（ジョルジョの弟）に宛てて、ピストイア，iJ教任命に際して、おそらく彼が送

った祝い（？）に対し、礼状をしたためている＝このときローマのヴァチカン宮

殿内パオリーナ礼拝堂の壁1由1プログラムの準備に没頭していたヴァザーリ

は、結局教【；〉グレゴリウス13世に「1分の，i’1’［iltiを拒否され、同年6月にはフィ

レンツェに戻っている、この後1574年11Jlll付でアレッサンドロはフィレンツ

ェ人司教に任命されるが、こうした　・連の流れの中でヴァザーリは祝いの品

を兼ねて”ゲッセマネの祈り》をアレッサンドロに寄贈したものと考えられる



マルカントニオの記述では「フィレンツェ人司教に寄贈し」とあり、わざわざ

「現在は枢機卿」と付け加えていることから、マルカントニオ自身の記憶とし

ても、ピストイア司教就任の祝いとしてではなく、フィレンツェ大司教就任の

祝いとして同作品が制作されたことを裏付けていると言えよう。

　そこで次に、《ゲッセマネの祈り》を受け取ったアレッサンドロ・デ・メディチ

が、それを「アンティノーリ家の自分の礼拝堂に置いた」との記述を検証する、

これについてはほぼ疑いなく、フィレンツェのトルナブオー二通りにあるサン

ティ・ミケーレ・エ・ガエターノ聖堂北側に隣接しているアンティノーリ家礼拝堂

の奥に1596年まであったメディチ家礼拝堂を指している。このメディチ家礼

拝堂はそもそもジュリアーノ・デ・メディチ枢機卿（後0）クレメンス7－111：）の礼拝

堂として使われていたが、皮肉にもフィレンツェ大司教となったアレッサンド

ロ・デ・メディチの命により、このサン・ミケーレ聖堂が1592年にオリヴェート修

道会士からアレッサンドロが寵愛していたテアティーノ修道会士（そもそもは

クレメンス7世によって修道会の認可を受けている）へと移管されたのをきっ

かけに、メディチ家礼拝堂も「聖具室造成のため」に取り壊しとなった171．、こ

こにアレッサンドロはヴァザーリから寄贈された《ゲッセマネの祈り》を設1『fし、

少なくとも1596年まではそこにあったであろうと推測される、しかし、サン・ミ

ケーレ聖堂脇のメディチ家礼拝堂にあったはずのヴァザーリ作《ゲッセマネの

祈り》の消息は記録には登場しない。その後礼拝堂をテアティーノ修道会士

に譲り渡したジュリオ・デ・メディチとレオーネ・デ・メディチらは、詳細は不明な

がら、レペッティが伝えるところによると、アレッサンドロ・デ・メディチ（教llル

オ11’［IJr）が没した後の1607年1月に、教皇の相続人（おそらく上述のジュリ

オ・デ・メディチとレオーネ・デ・メディチ）はフィレンツェのトルナブオー二通りに

あった邸宅を24，000ドゥカーティでバルド・コルシ家に売却したとあるi8。この

邸宅はそもそもリドルフィ家の邸宅であったが、コジモ1世の没後（1575年4月

21日）に起こったオラーツィオ・プッチを筆頭とする謀反に加担した廉で、処

刑されたピエリーノ・ディ・ロレンツォ・リドルフィから、フランチェスコ1世の命で

アルテンプス枢機卿に寄贈され、そこから1577年5月にアレッサンドロ・デ・メ

ディチに売却された．この邸宅には彫刻や美術品があったとレペッティは伝

えているが、ボッキ・チネッリによると、ミケロッツォの設計による建築との記述

以外に取り立てて美術品に関する記述は見当たらない1Y。

　残念ながら、西洋美術館が所蔵するヴァザーリ作《ゲッセマネの祈り》につ

いて知られる最初の来歴記録は、ジェノヴァ共和国ドのコルシカ出身のナポ

レオン1　IHrの弟で、リヴォルノで没した、オランダ王ルイ・ボナパルト（1778－

1846年）が所有していたところからである。それ以前の来歴は今のところ知

られていない、，ヴァザーリの口誌に記録されている1573年の《ゲッセマネの

祈り》と西洋美術館所蔵の作品を実証的に直接系吉びつける史料も残念なが

ら現在まで発見されていない，今回の実証的調査はここまでである

　そこで次にX2術史的方法による検証を試みる、

ヴァザーリの《ゲッセマネの祈り》の図像的特徴とその背景

そもそも《ゲッセマネの祈り1は「ルカによる福音，1†」22節39－46Zfにある記述が

29



1］9．2 t］g．3

中核になっている。「父よ、御心なら、この杯をわたしから取りのけてくださ

い。しかし、わたしの願いではなく、御心のままに行ってください。〔すると、

天使が天から現れて、イエスを力づけた、，イエスは苦しみもだえ、いよいよ

切に祈られた．汗が▲flLの滴るように地面に落ちた〕」2（）．ヴァザーリの《ゲッ

セマネの祈り》は、少なくとも絵画および素描で知られている作品には’貫し

た特徴がある，、それはヴァザーリrl身が1533年に記述している「キリストが

夜の闇に沈み、一方で頭を覆って様々なポーズでH民たげにしているペテロと

ヤコブ、そして眠りこけているヨハネが描かれています．そして主の御使い

が輝きわたる光に包まれて、おのれの創造主にさえ光を投げかけています

そして父なる神の名において、キリストに向かい、我々の哀れな魂ゆえに無

慈悲な死に挑むよう、彼を説得している」構図である。彼の特徴は「闇の中

で神の光を受けるキリスト」にあり、この点で単なる伝統的な構図（例えば、

ウフィッッィ美術館にあるペルジーノの作品を思い起こすとよい）と対比をなし

ている。実際、ヴァザーリの素描に基づいたとされるピッティ美術館所蔵の

現在クリストーフォロ・ゲラルディに帰属されている作品（inv．1912，　n．385）やそ

れと密接に関連していると考えられる大英博物館の素描（in．1943－7’10－8）、

さらには西洋美術館の作品に共通する要素としては、闇の中で光り輝くキリ

ストの姿に加えて、画面左に描かれているオリーヴの園に兵lrとともに入っ

てくるユダの姿である。そもそもこの構図はデューラーの同・1三題の木版画

（《大受難伝》、149697年頃、《小受難伝》、1510年頃）から着想を得ている

と思われる［figs．2，3］。一方では、手を横に広げるキリストのポーズは、すで

に越川氏が指摘している通り、大英博物館の素描（in．1943・7－10－8）の張り合

わせの紙の下に描かれているキリストの姿と合致し、同時にティツィアーノが

1563年に制作した同ヒ題の作品（エル・エスコリアル新美術館）の作品を想

起させる211、ヴァザーリ自身はおそらくボナソーネの銅版画を通してティツィ

ァーノの構図を知っていたのではないかと考えられる、，ヴァザーリ自身は



1568年版『美術家列伝』ではこの作品に言及してはいないものの、ティツィア

ー ノが基づいたとされるコレッジョの作品についてははっきりと知っており、

1566年のレッジョ・エミリア訪問の際にピッロ・ヴィスコンティのコレクションにあ

った当該作品を見たものと想像されるL’L）‘。ヴァザーリはコレッジョの作品を記

述して「夜を模した作品で、栄光の光に身を包んでそこに現れた天使が、そ

の光をキリストにも投げかけている，それは誰もそれ以ヒのものを想像した

り表現したりできないほど真に迫っている」と述べている通り、夜の闇の中で

天使が発する光を受けて浮かびヒがるキリストの姿を賞賛しており、1533年

に描いていた彼のイメージをそのままコレッジョの批評に当てはめていると言

ってもよい‘L’：：，つまり、若い頃からのヴァザーリが思い描いていたイメージに

理念的に非常に近いものであったということもできよう、同時に同じくコレッジ

ョが制作し、当時サン・プロスペロ聖堂にあった《キリスト降誕》（通称《夜》、

現在ドレスデン国立絵画館所蔵）も見ており、同じく闇の中で光を放つキリス

トとその光を受ける人物の構図を賞賛している24．。これらの作品については

1550年初版には記述がないため、疑いなく1566年の旅行の際に実見したも

のと考えられる。

　さらにもうひとつヴァザーリのイメージに影響を与えたと思しきは、ヤコポ・

バッサーノの《ゲッセマネの祈り》である。1570年7月III付でヴェネツィアの

コジモ・バルトリがヴァザーリに宛てた手紙の中で次のように記している。「拙

宅にバッサーノの《ゲッセマネの祈り》があります，その絵は夜を模した絵で、

私の判断するところ、この地で見たなかで最も美しい作品です。ロメッリー

二枢機卿の兄弟フランチェスコ・ロメッリー二氏が貸してくれたもので、それ

を私のフランドルの画家ジョヴァンニに模写させているのです。それなりにう

まくいきました。どうか私を信じていただきたいのですが、この作品におい

てバッサーノはあらゆる困難を乗り越えています。というのも、私がこれまで

見てきたなかで最も美しい夜の作品だからです」［25．。この手紙に対するヴァ

ザーリからの返信は残されていない一バルトリの手紙で1［一汲されたバッサー

ノの模写は、かつてピッティ美術館にある作品との説も出されているが、

2003年のピッティ美術館のカタログではアースランの説に従ってフランチェス

コ・バッサーノに帰属されている！L’“1。実際ヴァザーリの作品の暗闇描写はバ

ッサーノの作例に非常に近似しており、ヴァザーリ自身がこの作品を直接見

たという証拠はないものの、その存在を確かに知っていたことはバルトリの手

紙から明らかである、

　しかし同時にヴァザーリ作品の構図にはフィレンツェ美術の伝統もはっきり

と示されている。画面最前景で眠っているペテロの姿は、明らかにバルトロ

メーオ・アンマナーティがサンティッシマ・アンヌンツィアータ聖堂に制作した

《マリオ・ナーリの墓碑》のために制作された《眠れる兵上》（大理石、現在バ

ルジェッロ国、Z美術館1り〒蔵）を左右反転させたものである，この墓碑彫刻は、

キニーによれば、1539年10月18Hに没しサンティッシマ・アンヌンツィアータ聖

堂に決闘の末に命をなくし埋葬されたマリオ・ナーリがこのとき以前に注文

し、その後遺志に従って1542年にパラージョ家の持ち物であったサン・ニッコ

ロ礼拝堂に設置を許され、そしてようやくアンマナーティは墓碑モニュメント
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を完成させた、しかしながら1550年には既にこの墓碑は覆われて見えなくな

っており、そして1581年までには解体されてしまった27．：コジモ1　Iliの寵愛を

受けていたヴァザーリならば問題なく見ることができたであろうと想像される

この彫刻も、もちろんその根本的「ディセーニョ」はミケランジェロのロレンツ

ォ・デ・メディチの墓碑にあるcこうした形態の取捨選択にヴァザーリが政治

的あるいは芸術的意図を働かせていたかどうかについては今後緻密な検証

を必要とするが、現段階では、西洋美術館の作品がフィレンツェ外の様式と

フィレンツェの伝統的形態とを融合させたところに存、kしている点のみ指摘し

ておきたい．

　さらに、今回新たな重要資料として提示したいのは、現在ウフィッッィ美術

館版画素描室に保存されているヴァザーリの愛弟子ジョヴァンニ・バッティス

タ・ナルディー二（1537－91年）の手による1点の小素描である（Giovanni

Battista　Naldini，　Cristoηθ11わγ『o，110x128mm，　penma　a　inchiostro　metallo－

gallico，　acquarello　di　nerofumo，　traccia　di　matita　nera，　carta　bianca，

inv．7463F，　GDSU）［fig．4］・この闊達なペンさばきで描かれた素描は、イン

クの質および紙の質、さらには・」“法もほぼ1，i］じくする《聖母被昇天》（15429F

v、ペン、筆、鉄・没食rインク、115×155ミリメートル、GDSU）と技法的にも

また様式的にもきわめて類似し、同時に明らかにヴァザーリの構図をもとに

ナルディー二が別な構図を模索したと思われる《十字架降下》（714F、315×

225ミリメートル、GDSU）とも技法的に一・致する　前者2点の素描はともに



1965年のバロッキの基本的論文に掲載されていないものの、ナルディー二の

丁に間違いはなく、《聖母被昇天》（15429F　v）の描かれている紙葉の表面に

はヴァザーリが1572年に制作したフィレンツェのサンタ・クローチェ聖堂内ブオ

ナローティ家礼拝堂の《カルヴァリオの道行き》中に描かれている聖母マリア

の姿勢を想起させる少年像が描かれており、こうした点からこれら・群の素

描は1560年代末から70年代前’ド、少なくとも1577年にローマに行く前のもの

と考えられる　ナルディー二自身は1577年以前に制作されたと考えられる

《ゲッセマネの祈り》（ルッカ国立美術館所蔵）を残しているが、しかしヒ記ウ

フィッッィ美術館版画素手苗室に残されている素描とは基本的な部分で構図が

異なっていることから（例えば、キリストのポーズ、ll剛r哺∬景で眠りこける仙

徒たち）、ウフィッツィの素描がルッカの作品のド絵とは考えにくく、他の素描

作例と同様に、ヴァザーリの構図あるいは作品に基づいた図案メモ的な性

格をもつものと推定されるL’S．

　このように、西洋美術館所蔵の《ゲッセマネの祈り》は、バロッキやコルテ

ィらが提示してきたような1545年の記録と関連づけるには矛盾が多すぎ、む

しろこれまで美術史的な見地から考察してきたことから、1560年代後半から

70年代の動向に深く関係していることが明らかとなった　そのため、1573年

のアレッサンドロ・デ・メディチに寄贈された作品と関連づけるほうが時期的に

より適切であると結論せざるをえない、

おわりに

本稿では、残念ながら西洋美術館所蔵のげッセマネの祈り》の制作年代を

特定するための明確な証拠を提示することも、また不明な来歴を明らかにす

ることもできない。ただ、かなり蓋然性の高い推測として、アレッサンドロ・

デ・メディチlll蔵を提示するものである。しかしそれとて、既に1996年に越川

前上任研究官（当時）がその可能性を公にしている。

　しかしながら、ナルディーこの素描が発見されたおかげで、西洋）こ術館の

作品の制作年代に関しては、単なる推測の域から脱するきっかけが見いだ

せたことは・｝1：運であった　今後いっそう詳細な調査を継続する必要がある・

謝辞

本稿は平成17年度文部科学省学芸員等在外派遣研修としてウフィッツf）＞t’術館版Illli素描室での

研修中の調査結果のひとつである　貴厄な研修の機会をいただいたことに心より感謝したい

また、研修中に様々な調査ヒの助言も含め、お世話になったイタリアおよびアメリカの友人たち

にも心より感謝中し上げたい　とりわけ、フィレンツェ特殊）t”術館監督局lii∫長官アントニオ・パオ

ルッチ、同監督局マリア・スフラメーリ、同シモーナ・ハスクイヌッチ、同アレッサンドロ・チェッキ、

ウフィッッィy（・術館版画素」苗室長マルツィア・ファイエッティ、同保存担11γ「∫ルチア・モナチ・モラン、

同エリザベッタ・バンディネッリ、同アンキセ・テンペスティー二、フィレンツユ・マックス・プランク丈

術史研究所ロレンツァ・メッリ、トリノ大学教授ビエラ・トルデッラ、テキサス・キリスト教ノs学教授バ

ベット・ボーンの各氏に心よりの御礼を申しlzげる



1　．越川f命1川・り藻1丁1秀ロミ］洞7大英卜拶」勿允’｛母〒蔵イタリア素」苗展：、　匡1・t・1　ilg’　L；羊庭祁∫食’｛、　東京穎「日H、

1996年、72一ア4頁、カタログ番号22　（exh．cat．，　eng．ed．）Italian　16th　a，・td　I　7th　Centu　ry

Drawings　from　the　British　Museum，　Michiaki　Koshikawa　and　Hidenori　Kurita（eds．）．The

National　Museum　of　Western　AI’t、　Tokyo，　Tokyo　Shimbun，1996，　pp．19－20，　no．22．越川倫明

〔責任編集）1’エルミタージュ）き術館所蔵イタリア・ルネサンス美術展　　フィレンツェとヴェネツィ

ア．：、国立西洋）i…術館、NHK、　NHKプロモーション、1999年、172頁、カタログ番膓｝43，

：）1〃ibro　de〃e　ricordanze　di　Giorgio　Vasari’，　a　cura　di　Alessalldro　I）el　Vita、　Arezzo、1938、　p．53；

Paola　Barocchi，　Comp’iln　en　ti　atレklsari’ρ批oγε，“Atti　e　melnorie　delrAccademia　Toscana　di

scienze　p　Iettere”，㎜【1，1963－1964，　p259；id．　Yasa晒ore，　Milano，1964，　pp30，130；id．

∫伽斑’v’o　di　Giovan　Bat〃sta　Nald～ni、‘‘1Me　andca　e　modema”，31－32，1965．　p279，　n，152．

：・lLaura　Collti，　Vasari；cata～ogo　colnヵ1ク’o，　Firenze，1989，　p．62，　n．43，

．－1“ AMesse1’Carlo　Guasceni”，　in　Le〃♪ere　di　Giorgio　Vasari，　a　cura　di　Gaetano　Milanesi，

tomo．VIIL・1£ttere〔li　Giorglo　Vasari　VIIl’p．244，

5Ricordanze、　cit．，　p．21，‘LRicordo　corne　Adi　di〔leccmbre　1533　il　Magnhico　Mes．　ser　Ottavjano

de　Medici　ebbe　un　qua（1ro　di　braccia皿o　e　mezzo　alto　et　larg《）braccia　l　drentovi　quando

Abraln　vole　sagrificare　Isacho；dipinto　aoljo　che　montO　dacordo　scudi　8　ciodA＿scudi　8”．

li　Cfr．　Carlo　Tondini，　voce」‘Braccio”，　ill　E’tcic／oPeイi〔2　ita～ia〃αdi∫c’eハ～ze，／ettere　ed　arti，

Roma，1949，　vol．VII，　p、649，

7Ricordctii．ze、　cit．，　p．tt3，“Ricordo　come　adi　XXII　di　Settembrv　1545　il　Magnifico　Messer

Raffaello　Accjaiuolj　nlj　ordinO　che　io　facessi　per　luj　per　po1てare　inis　pagnia　dua　quadri　gran（li

braccia　dua　altj　et　uno　et　mezzo　larghj　in　uno　un　Criste　quando　egli　ora　nellort（）con　gli　apos－

toli　nellalt！－o　la　Nostra　I）olma　col　figliolo　morto　in　collo　et　dua　alter　figure　lavoratj　a　olio　con

diligentja　ct　cosi　fecj　sei　tele　della　grandezza　medesima　piene　di　paesi　et　alten・figurette　lavo－

rate　aolio　per　prezzo　di　scudi　cinquanta　di　grossi　s．　ette　che　tantj　fu：11MO　dacor’do”，この記述

と大英博物館所蔵のクリストーファノ・ゲラルディに帰属されている1枚の素描〔1943－7－1（P8）をバ

ロッキは結び’つけているが、残念ながら説得力に欠ける．Barocchi，1964，　p．ユ30，　n．33b．

s　Ricordαnze，　cit．、　p．102．

yK／irl　Frcy．　Der　literarische　Nachatass　Giorgio　Vasct　ris．　Mtinchen　1930，　vol　II，　p．89　5．

1°　Ricordanze．　cit．，　P．104，‘LRicordo　come　questo　di　ultinio　dj　diccmbre　che　mi　P，1　rti　per　iT・e　a

Roma　da　Fiorenza　io　lassai　nllito　per　i　rom辻i　dj　Camt11doli　uno　quadro　dull　Cristo　nellorto　c《．m

dua　tele　che　contenevano　in　Inezzo｜o　s｜）irito　et　la　carne　illfel’ma　qual　va　alla　loro　infermen・ia

lavoratj　a（．）lio　che　si　valutorono　scu｛｜i　sessanta“．この記録．に関しては、ニコラス・9一ナーがフ

でレンツェのピッティ）ミ術館（こあるかつてジローラモ・ダ・カルビに帰属され、現在は作者不詳ほ6

111：紀フィレンツJt派〕とされる小型の板絵Cinv．1912．n．385｝と段1連づけたが、こθ）記述と小板絵

の直接的な関係はバドヴァー二によoて否定されている　Nberto　Serafini，　Girotamo　da（rarpi

pittore　e　architetto　ferrarese（1501－1556），　Roma．1915，　pp．189－190、　fig．83：（exh．cat．）NTicholas

Turner．　FlθreJttine　Drau，ings　Of　tlte　sixteentli　centu　ry．　London，1986、　p．170：La　Gαlleria

Palatina　e　gii　APPartamenti　Reali　di　Palazzo　Pitti：Catalogo　dei　dipinti、　a　CUra　di　Marco

Chiarilli　e　Serella　Padovani、　vol．II．　Firenze．2003，　p．198．　n．314，および、ili1参照

u　Ricordanze．　cit．．　P．11L」LUn　quadr（ハdi　braccia　tre　per　ogni　verso　di　Cristo　ch’ora　al　I’adrc

nell’orto　bello　affatto，｜o　dol16　a　Alessandro　de　氏4edici　Arciv（escov）o　hora　Card（ina）le　di

Firenze　l《）messe　ne｜la　sua　capella　Ilt・lle　case　delli　Alllillori　di　Firenze”．　アレッサンドロ・デ・メ

ディチが枢機卿になったのは1583年12月12日のことであるため、この記録そのものはその後に

vll：かれたものであることは明白である

12　1～icerdanze，　cit．．　pp，20－21．

1：llRieordanze，　cit．、　P．21，

［・】． アレッサンドロ・デ・メディチについては以下を参照　Dorine　van　Sasse　van　Ysselt，　lt　ca　rdi－

nale　Alessandro　de’t14edici　cθ〃vnittente　dello　Stradano（1585－1587）：ia　decorazione　de〃a　raP－

Pe’la　e　de～COitile　de’Pa／azzo　De～la　GherardescaαFiノ’enze．ρ」‘伝Generositd　di　San　Nicola”、

“ Mitteilungen　des　kumsthistorischen　institutes　in　Florenz”，　bd．XXIV／Heh2，1980，　pp．203－236；

Cristina　Frttlli，　Alessandro　de’Medici　ai　Casino　di　San　Marco，“AntichitA　viva“，　anno　XX（Nglll＿

n．L　1989．　pp．25－31；Cristilla　Acidini　Luchinat．〃cardinale　Ale∬andro　de’Medici　e～e　arti：

qualche　c（〃isiderazio，te．‘‘Paragone”，　am｜o　XLV，　n．529－533、1994，　pp，134－140．

15．Ricordanze．　ciL、　Pp．57－58．

11s　Vasari－Milanesi、　votVIII，　CCXI．．IV．　pp．491－492．

　17；EIlzo　Chini，！a　clTiesa　eゴ／contノ（r，r「〃dei　Santiハイichele　e　GaetanoαFij’e’tze，　Firenze，1984，

pp．186，273，　doc．8；Giuseppe　Riclla，ノVoti2ie　istθriclte　de〃e　chiese／iorentine、　Fil’enze、1755，

vo1JII，　P，197：Luigi　Biadi，　Notizie　su〃e　antic／1ρノ’abbri’c；te　di　FireJ・ize｝lol～tern～ina’e，　Firellze．

1824，p．153．

ls　Elnalluele　Repeni，　Cθ〃lpenゴio　stθrico　4θ～～αcittδdi　Firen2e、　Firenze，1849，　p，169．

11s）：乃id；Francesco　BocchトGiovallni　Cillelli，　Le　bellezze　della　eittet　di　Fii’eitze．　Firenze，1677，

p．207．

20　「ルカによる福音、1｝：」22節42－44行ほか、「マタイによる福音‘1｝二．」26節36－46h：、「マルコによる

福音．、1別14節32－42行、「ヨハネによる福1’↑’書」18節1－4行．．

21Koshikawa－Kurita，　op．cit，，pp．19・20．　no．22，

22：Vasari－Milanesi．　IV，　p．117：Harold　Wethey，　Tlie　Paintings　Of　Tit輌a〃：〃he　Religious

Painti）tgs，1．x）ndon，1969，　pp．68－69；Maddalena　Spag11010，　Correggio：ge《）grafia　e　storia　de｜la

f｛｝血na（152＆1657），Quaderni　deUa’LF（）ndazione　II　Correggio”8，　Milano，2005，　p．75ss，
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L’i；Vag．　ari・Frey，　vo．1．II，　p．512、　nota　4；Judith　Bryce，　Cositn〃Bartoliθ503－1572方the　Career　of

a声ソorentine拘砂〃iath，　Gene’ve，1983，　p．139，　nota　15；Chiarini－Pa〔lovalli，　o♪．cit．，　p．72，　n．85．

．L・7． 　Giorgio　Vasari，　Le〃批．．．，ed．1550、　voLIL　a　cura　di　Luciano　Bellosi　e　Aldo　Rossi，　Torino，

1986、p，742；RaffaelIo　BoI’ghini，　Il　riposo，　Firenze，1584，　p．590．　Peter　Kinney．　The　Early

Scu｜pture《）f　Bartolomeo　Aln　nanati，　Dissertation　of　Ph．D．　at　New　York　Universily，1974．
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Research　note：On　the　historical　provenance　and　the　date　of　Giorgio

Vasari’s　thθ　Gardθn　of（∋θthsθmanθ，　in　the　NMWA　co［lection

【Abstract］

Mitsumasa　TAKANASH1

Various　possible　dates，　ranging　from　1545　to　1573，　have　been　posited　fOr

Giorgio　Vasari’s　the　Garden（）f　Gethsemane（143．5　x　127cm，　P．1979－4，丘g．1），

held　by　the　NMWA．　However，　it　can　be　noted　that　a　1573　work　is　the　closest

in　size　to　this　work　Vasarrs　studio　diary　llotes，“乙xn　quadro　di　braccia〃θ♪θγ

ogni　z尼1くSO　di　Cアisto　ch’ora　al　P～2dreκ¢Zlbπo　bel／O　affatto，～O　donδαAlessandro

de　Medici　Arciv　（escov／O・ltora　Card（inaルdi　Firenze　lo　inesse　netla　sua　caPella

nelle　case　delli　Antinori　di　Firenze．”However，　no　details　have　been　apparent

regarding　the　motivation　for　that　work，01’for　the　section（of　the　dialy　entry）

S　tatin9‘70〃lesse　nelta　sua　cajりe～ta〃elle　case　de〃i／lntinori　di　Fireitze．”T1コe

author　has　suggested　that　the　work　executed　by　Vasari，to　honorAlessandro

di　Ottavio　de’Medici’s　nomination　to　Ar’chbishop　ofFlorence　in　1574，　would

be　located　in　the（a♪pella　de’Medici　that　his　family　possessed　in　the　back

side　oftlle　oratorio　degli　Antinori，　on　the　iIlner　north　side　of　chiesa　di　SS．

Michele　e　Gaetano．　This　chapel　was　intactしlntil　it　was　distructe〔1　in　1596．

Howeve1・，　after　his　death　as　Pope　Leo　XI，　his　heirs　sold　some　of　his　assets

and　p1・operties　to　the　Bardo－Corsi　Family　alld　moved　to　the　outskirts　of

Naples　in　Ottaiano．　Since　that　time，　all　illformation　on　the　whereabouts　ofオ加

Garde〃‘）f　Cethse”～ane　has　remained　unknown．　Whether　or　not　this　historica1－

ly　known　work　is　directly　related　to　the　NMWA　work　also　remains　unknown，

without〔my　particular　historical　documentation　to　ullderscol・e　any　connec－

tions、

　　　　（．）11the　other　han（1，　fascinating　facts　call　be　noted　about　the　iconography

the　NMWA　work．1’3as　ed　on　images　from　woi・ks　that　had　alrea（1y　been　pro－

duced　by　Vasari　in　I　533、　traces　of　influence　from　Du1・er’s　prints　can　be　noted、

On　the　other　hand，111ere　is　also　influence「rom　Co1Tegio’s　works，　which　were

seen　in　person　by　Vasari，　and　from　works　by　Titian．　Further，　a　work　on　the

salne　subject　by　Jacopo　Bassallo，　praised　by　the　Cosimo　Bartoli　at　Venice　in　a

letter　to　Vasari　dated　July　1，1570，　was　very　illfluential　il〕the　fbrlnation　of

Vasarゴs　ilnages．　Converg．　ely、　while　the　paillting　is　based　on　the　traditions　of

Florentinc）art，　Vasari　has　used　the　figure　of　the“sleepillg　soldier”created　for

the　tomb　of　Mario　Nari　by　Bartololコ1eo　Ammannati，　forthe　sleeping　Peter　in

the　foreground　of　his　work．　In　addition　to　all　of　these　innuences，　a　drawing

dateable仕om　the　fi1’st　haif　of　the　1570s　bv　Giovamli　Battista　Na1（1illi　has　beell
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

discovere（1．　This　disco’　very　indicates　that　the　NMWA　painting　was　not　creat－

ed　ca．1545，　but　rather　the　autho1’concludes，　at　tlle　vely　least，　is　higllly　likcly

to　have　been　created　in　the　1570s．　While　no　histo1・ical　documellts　have　been

discovered　which　cleal・ly　indicate　that　this　is　the　work　presented　to

Alessandro　de’Medici　in　1573，　the　existence　of　Naldillrs　drawing　under－

scores　that　it　is　highly　Iikely　tllat　the　NMWA　work　is　the　ca．1573　work．
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